
 

 

 

肺切除症例における気管支断端瘻の検討 

 

１．研究の対象 

2013年 4月 1日から 2022 年 3月 31 日に施行された肺切除症例のうち、気管支断端瘻を発

症した患者を対象とします。 

 

２．研究目的・方法 

気管支断端瘻は肺切除の術後の重大な肺術後合併症の一つです。その頻度は肺全摘術の 4

～20％に、肺葉切除術の 1％、区域切除の 0.3％とされ、死亡率も 9.5～33％と高いことが

報告されています。発生頻度の低い合併症であり、単施設からの報告がほとんどです。そ

こで今回、多施設合同で気管支断端瘻の症例を集積し術式、アプローチ、悪性（組織

型）、良性ごとの発生率を明らかにすることを目的としています。加えて気管支断端瘻の

患者における背景因子、治療方法、予後などを評価します。 

 

[目的] 肺切除例における術後気管支断端瘻の実態調査を行う。 

[研究期間]  研究機関の長の許可日～2025年 12月 31日 

[方法]  2013 年 4月 1日から 2022 年 3月 31日に施行された肺切除症例のうち、気管

支断端瘻を発症した患者を対象とします。 

術式、アプローチ、悪性（組織型）、良性ごとの発生率を検討し、背景因子、治療方法、

予後なども評価します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究で利用する情報は登録されている臨床情報です。(既往歴、投薬歴、血液検査、手

術情報、病理結果など)。試料は利用しません。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

共同施設から大阪大学への情報提供は web 上でデータベースを管理する Research 

Electronic Data Capture（REDCap）で行います。試料の提供はありません。 

 

５．研究組織 

共同研究機関及び研究責任者 

TSSGO（大阪大学呼吸器外科関連施設）： 

大阪大学医学部附属病院（新谷 康） 

大阪急性期・総合医療センター（船越康信） 

大阪国際がんセンター（岡見次郎） 

大阪はびきの医療センター（門田嘉久） 



 

 

 

国立病院機構大阪刀根山医療センター（奥村明之進） 

国立病院機構近畿中央呼吸器センター（尹 亨彦） 

JCHO 大阪病院（岩崎輝夫） 

吹田市民病院（横内秀紀） 

日本生命済生会 日本生命病院（冨田栄美子） 

八尾市立病院（児玉 憲） 

 

６．研究の対象に該当する患者さんへ 

プライバシーの確保のため、患者さんが特定できないようにデータを処理した上で解析

を行います。また、研究結果を公表する際には、症例のグループごとでの解析結果の発

表となり、患者さん個人が特定されることはありません。情報が当該研究に用いられる

ことについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には

研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。ただし、すでに発表済み

などで必ずしもご要望に添えない場合もあることをご了承ください。 

 

７．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

JCHO 大阪病院 呼吸器センター外科 呼吸器外科担当部長 岩﨑 輝夫 

 


